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 Ｅ－１ 

１  ８でわったら２あまり，１２でわったら６あまり，１６でわったら１０あまる整数

があります。このとき，次の問いに答えなさい。  
 
（１） この整数のうち，最も小さい整数は何ですか。 

 
（２） この整数のうち，１０００に最も近い整数は何ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 Ｅ－２ 

２  水そうの中に３％の食塩水が２００ｇ入っています。この水そうに毎分１０ｇずつ  

８％の食塩水を加えていきます。このとき，次の問いに答えなさい。 
 
（１） ２５分後には何％の食塩水になっていますか。 

 
（２） ７％の食塩水になるのは何分後ですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 Ｅ－３ 

３  次の問いに答えなさい。 
 
（１） 下の図のような立方体で，頂点Ａから頂点Ｂまで，立方体の辺にそって移動し

ます。このとき，最も短い距離
き ょ り

で行ける方法は全部で何通りありますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） 下の図の立体は，１２個の立方体をすきまなく組み合わせて作った立体です。

この立体の頂点Ａから頂点Ｐを通って頂点Ｂまで移動するのに，１２個の立方体の辺

にそって移動します。このとき，最も短い距離で行ける方法は全部で何通りあります

か。 
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 Ｅ－４ 

４  下の図で，四角形ＡＢＣＤは台形であり，点Ｆは辺ＤＣを１：２に分ける点です。

台形ＡＢＣＤの面積が３６０ 2cm のときに，三角形ＢＥＧの面積を求めます。このとき，

次の（１）～（４）にあてはまる数を答えなさい。 
 

三角形ＡＢＥの面積は（１） 2cm であり，ＡＥとＢＦの交点をＧとし，さらにＢＦ，

ＡＤをそれぞれ延長した補助線の交点をＨとして考えることにより，長さの比，ＡＧ：

ＧＥを最も簡単な整数の比で表すと（２） ： （３）であるので，三角形ＢＥＧの面

積は（４） 2cm となります。 
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 Ｅ－５ 

５  下の図で，四角形ＡＢＣＤは長方形であり，辺ＢＣの長さは４８ cmです。点Ｐは

頂点Ａを出発し辺ＡＤ上を毎秒５ cmの速さで一往復し，点Ｑは頂点Ｃを出発し辺ＢＣ

上を毎秒３ cmの速さで一往復します。いま，点Ｐと点Ｑが同時に出発するとき，次の

問いに答えなさい。 
 
（１） 四角形ＡＢＱＰがはじめて長方形になるのは，点Ｐ，Ｑが出発してから何秒後

ですか。 
 

（２） 四角形ＡＢＱＰが２度目に長方形になるのは，点Ｐ，Ｑが出発してから何秒後

ですか。 
 

（３） 線分ＰＱが長方形ＡＢＣＤの面積を二等分するのは，点Ｐ，Ｑが出発してから

何秒後ですか。 
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 Ｅ－６ 

６  下の図のように底面の半径が１２cm，高さが３０ cmの円柱の形をした水そうの中

に，底面積が同じで高さがちがう２つのコンクリートの円柱①と円柱②を入れました。

さらに，この水そうに毎分１８０ 3cm の速さでこの水そうがいっぱいになるまで水を

入れたところ，水面の高さと水を入れ始めてからの時間との関係が下のグラフのよう

になりました。このグラフはたて軸
じく

は水面の高さ[ cm ]，横軸は水を入れ始めてからの

時間[分]を表しています。このとき，次の問いに答えなさい。ただし，円周率は３とし，

水そうの厚みは考えないものとします。 
 
（１） 円柱①の高さは何 cmですか。 

 
（２） 円柱①と円柱②の底面の半径は何 cmですか。 
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